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令
和
二
年
度 

福
岡
女
子
大
学
第
七
十
一
回
入
学
式  

及
び
大
学
院
第
二
十
八
回
入
学
式 

式
辞 

 

福
岡
女
子
大
学
に
合
格
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
満
足
感
と
達
成

感
の
漂
う
中
で
、
輝
か
し
い
入
学
式
の
雰
囲
気
を
私
は
直
に

感
じ
て
い
ま
す
。「
国
際
感
覚
を
備
え
た
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
」
を
大
学
の
教
育
理
念
と
す
る
福
岡
女
子
大
学
の
一
員
に

な
ら
れ
た
学
部
学
生
二
四
六
名
、
大
学
院
学
生
十
六
名
の
皆

さ
ん
を
、
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま
す
。
ま
た
、
公
務
ご
多
用
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
入
学
式
に
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の

方
々
に
福
岡
女
子
大
学
を
代
表
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ
た
福
岡
女
子
大
学
の
歴
史

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
福
岡
女
子
大
学
は
、
１
９
２
３
年
（
大

正
十
二
年
）
に
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
で
最
初
の
公
立
女
子
専
門
学
校
で
す
。
女
子

専
門
学
校
の
伝
統
は
、
１
９
５
０
年
に
県
立
福
岡
女
子
大
学

に
引
き
継
が
れ
、
学
部
・
大
学
院
組
織
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、

平
成
十
八
年
に
「
県
立
福
岡
女
子
大
学
」
か
ら
「
公
立
大
学

法
人 

福
岡
女
子
大
学
」
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
福
岡
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女
子
大
学
は
２
０
１
１
年
４
月
よ
り
「
国
際
感
覚
を
備
え
た

女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
と
い
う
教
育
理
念
に
焦
点
を
絞
っ

た
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
福
岡
女
子
大
学
は
、
１
９
２
３
年

（
大
正
十
二
年
）
の
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
以
来
、
２
０

２
３
年
で
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
本
で
最
も
古

い
公
立
女
子
大
学
で
す
。
卒
業
生
数
は
県
立
女
子
専
門
学
校

の
開
学
以
来
、
１
３
８
５
０
余
名
に
及
び
、
社
会
的
に
活
躍

し
て
お
ら
れ
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
福
岡

女
子
大
学
は
、
２
０
１
１
年
度
よ
り
大
幅
な
教
育
改
革
を
行

い
、
近
年
、
著
し
い
進
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

国
内
に
あ
る
約
８０
校
の
女
子
大
学
の
う
ち
、
２
０
１
９
年
度

の
女
子
大
ラ
ン
キ
ン
グ
に
、
福
岡
女
子
大
学
を
含
む
国
公
私

１
校
ず
つ
が
１
～
３
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。
教

育
分
野
で
改
革
の
目
覚
ま
し
い
福
岡
女
子
大
学
の
一
員
と
な

っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
勉
学
、
研
究
、
地
域
・
社
会
貢

献
、
国
際
活
動
に
励
ん
で
下
さ
い
。 

 

次
に
、
福
岡
女
子
大
学
の
最
近
の
進
展
・
発
展
状
況
を
説

明
し
ま
し
ょ
う
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
し
い
教

育
制
度
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
大
学
院
博
士
前
期
に
、
後

期
課
程
を
加
え
、
日
本
の
一
流
女
子
大
学
の
一
員
に
な
り
ま

し
た
。
入
学
し
て
４
年
間
で
約
７５
％
が
外
国
で
の
勉
強
を
体
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験
し
ま
す
。
精
神
文
化
の
醸
成
の
た
め
の
女
子
大
美
術
館
の

新
設
と
そ
れ
を
使
っ
た
、
２
０
１
８
年
か
ら
「
感
性
授
業
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
体
験
学
習
の
充
実
等
、
福
岡
女
子

大
学
は
教
育
の
質
で
あ
る
、「
創
造
力
」
と
「
感
性
力
」
で
目

覚
し
い
進
化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
岡
女
子
大
学
は

２
０
１
８
年
よ
り
、
全
学
一
斉
ク
ォ
ー
タ
ー
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
全
学
一
斉
の
ク
ォ
ー
タ
ー
制
自
身
が
、
福
岡
女
子
大

学
の
「
ユ
ニ
ー
ク
」
で
す
。
福
岡
女
子
大
学
で
は
、
こ
の
ク

ォ
ー
タ
ー
制
を
活
用
し
て
、
授
業
理
解
度
の
深
化
を
提
案
し

て
い
ま
す
。
授
業
理
解
度
深
化
法
は
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
説
明
し
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
が
学
部
四
年
間
で
勉
強
す
る
福
岡
女
子

大
学
の
教
育
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
福
岡
女
子
大
学

は
、
２
０
１
１
年
４
月
よ
り
従
来
の
教
育
組
織
を
一
新
し
、

国
際
文
理
学
部
に
国
際
教
養
学
科
、
環
境
科
学
科
、
食
・
健

康
学
科
か
ら
構
成
さ
れ
た
一
学
部
三
学
科
の
新
生
福
岡
女
子

大
学
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
国
際
文
理
学
部
の
教
育
の

理
念
や
育
成
す
べ
き
学
生
像
、
さ
ら
に
、
躾
・
礼
儀
を
含
む

社
会
行
動
模
範
に
つ
い
て
は
、
こ
の
入
学
式
の
後
に
計
画
さ

れ
て
い
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
徹
底
的
に
指
導
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
授
業
、
授
業
時
間
外
教
育
指
導
、
体
験
・
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
授
業
、
さ
ら
に
サ
ー
ク
ル
活
動
、
地
域
・

社
会
活
動
、
国
際
活
動
等
の
教
育
指
導
を
通
じ
て
、
福
岡
女

子
大
学
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
」
を
新
入
生
の
皆
さ
ん
が
理
解
す
る
よ
う
に
、
教
職
員
は

徹
底
し
た
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
福
岡
女
子
大
学
は
、

２
０
２
３
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
こ
の
機
会
に
２
つ
の

セ
ン
タ
ー
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
」
と
「
国
際

フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立
し
ま
す
。
縦
に
従
来

の
学
部
３
学
科
を
教
育
軸
と
し
、
横
に
２
つ
の
セ
ン
タ
ー
を

研
究
軸
に
し
て
交
叉
さ
せ
、
文
理
統
合
教
育
を
徹
底
さ
せ
ま

す
。
文
理
統
合
教
育
に
つ
い
て
も
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

で
そ
の
内
容
を
徹
底
指
導
し
ま
す
。 

 

福
岡
女
子
大
学
の
一
年
生
は
、
日
本
人
の
学
生
は
一
年
間
、

留
学
生
は
四
年
間
、「
国
際
学
友
寮
な
で
し
こ
」
で
共
同
生
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
皆
さ
ん
は
寮
生
活
を
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
寮
は
様
々
な
、
異
な
っ
た
考
え
を
持

っ
た
学
生
の
生
活
の
場
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
に
は
、
多
く
の

新
し
い
体
験
が
待
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
れ
を
克
明
す
る
の
も

教
育
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
教
育
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、

月
曜
日
は
ア
ル
バ
イ
ト
禁
止
と
し
て
お
り
、
自
己
啓
発
教
育

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
寮
で
は
、
毎
日
の
朝
の
時
間
を
利
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用
し
た
１
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
と
、
月
曜
日

は
２４
時
間
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
デ
イ
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

国
際
化
に
慣
れ
る
た
め
の
生
活
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
躾

時
間
は
、
学
生
が
模
範
的
に
行
動
す
べ
き
も
の
で
、
実
行
の

有
無
は
大
学
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
せ
ん
。
大
学
で
の
行
動
は
、

学
生
自
分
自
身
が
行
う
も
の
で
、
大
学
が
強
制
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
タ
イ
ム
や
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
デ
イ
は
、
学
生
自
身
で
行
う
も
の
で
、
社
会
人
の
一

員
と
な
っ
た
皆
さ
ん
は
、
社
会
の
約
束
を
き
ち
ん
と
実
行
し

て
い
く
べ
き
で
す
。
日
本
人
学
生
は
外
国
人
留
学
生
と
盛
ん

に
交
流
し
、「
国
際
的
多
様
性
」
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
１
年
後
に
寮
生
活
で
身
に
付
く
こ
と
が
あ
ま
り
な

か
っ
た
と
い
う
言
い
訳
は
聞
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
良

い
生
活
の
実
現
は
、
皆
さ
ん
の
努
力
で
解
決
し
て
下
さ
い
。 

 

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
福
岡
女
子
大
学
で
受
け
る
教
育
は
、

受
け
身
で
か
つ
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
る
勉
強
で
あ
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
大
学
教
育
に
は
、
新
し
い
知
識
の
蓄
積
、
新
事

実
の
発
見
、
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を
展
開
で
き
る
と
い
う
期

待
と
感
動
が
あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
易
し
く
、
楽
し
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
問
、
研
究
は
、
専
門
的
で
深

く
追
求
す
れ
ば
す
る
程
、
苦
し
さ
が
増
し
て
き
ま
す
。 



 6 

 
抵
抗
な
く
何
事
に
も
飛
び
込
ん
で
行
き
、
失
敗
が
許
さ
れ

る
の
は
若
い
時
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

若
者
の
特
権
を
持
て
る
若
い
日
々
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

る
こ
と
を
自
覚
し
て
、
一
日
一
日
を
有
効
に
、
学
生
生
活
が

実
り
多
く
、
有
意
義
と
な
る
様
心
掛
け
て
下
さ
い
。
近
年
、

教
育
・
国
際
分
野
で
改
革
の
目
覚
ま
し
い
福
岡
女
子
大
学
の

学
生
と
い
う
誇
り
を
持
ち
、
何
事
に
も
自
分
の
意
見
を
持
ち
、

積
極
的
、
建
設
的
な
行
動
の
取
れ
る
成
熟
し
た
社
会
人
に
成

長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
式
辞
と
致
し
ま
す
。 

 

「
社
会
で
の
行
動
は
、
自
分
自
身
で
行
い
、
責
任
を
取
る
人

間
に
な
ろ
う
」 

 

令
和
二
年
四
月 

 

公
立
大
学
法
人
福
岡
女
子
大
学 

理
事
長
・
学
長 

梶
山 

千
里 


